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本園では、「探究力・活用力が発揮される生活」というテーマで研究をす
すめている。前回の提案では子どもが好んで関わり惹きつけられる「透
明」なものに着目し、探究の道筋を明らかにしてきた。
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「透明」に続く研究の釖り口を探る話し合いの中で、以下のような子ども

の姿から話題が広がった
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「探究」の道筋

道と子どもたちとのかかわりを丁寧に見ていくところか
ら、子どもが探究を深める過程と、それをむ教師の援助に
ついて'察する二とにした。道は右記のように定義しナニ。
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変化の過程を見えやすくしたり、変化を促したりする「道具」。
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事例「僕たち.防士」
A児はフルイやシャペルをいくつも抱えて持つ。お気に入りは
赤くいスコップ。「火事です」と言いながら、ずるずると引き
ずって歩き回る。

*考寮*子どもたちは、形、色なゼをき0かけに気に入
うたものを見つけ手に持ち、引きずウたり押したりして

みる。こうした行為を通して、手触り、皿さなど身体に
伝わる感覚を味わい、安心する。そして、友達と同じ「も
の」を持つことで嬉しくなり、気持ちが安定していく。
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事例「泡作り」
石を削って遊ぷ子どもたち。どうせ使うなら気持ち良く使えるよう
にと思い、泡だて器、ネットなど新たな道を教師は揃えた。早速道

を使って泡作りをする水と石けんの量、泡立て方で、全く違う
感の泡ができる。

事例「うつし絵」
「先生、細いちょうだい」とB児。手にはうつし紙
を持ウている。紙が動かないよう力を入れて押さえ
ながら慎に細い鉛で図鑑のの綜をなぞる。

のでは?

*察*安心して暮らし始めた子どもたちは、様々な 1もの」
に興味をもち使ってみようとする。教師は、色、形、材質など、
より本物に近いものを見極め、子どもたちが使0てみたくなる
ようにと考える。「もの」を使い始めた子どもたちは、何度も使
つてみることで、その「もの」の特徴や用途を身体を通して理
解していく.

*考察*子どもたちは、状況1'合わせて「遊具」を避ぼうとする.
道具を使うことによ0て引き出される身体の動きや生み出される
リズムを感じながら、その心地よさを喋わい、も0とや0てみたい
と心を動かす。道具を使い込む中で、「道具」そのものの特徴を見
極め、より適したものを選んで使うようになる。
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事「鯛焼き器」
「鯛焼きをやる」とC児。教師がイメージをくと、「バタンと挟むんだ」と空き箱に棒
つけて作ったものを見せる。C児の発想を受け、教師も材料などのアイデアを出し、鯛焼
き屋が始まる。試行錯誤の末、うまく機能L始めた焼き器に惹かれて、売る側にも買
う側にも大勢の人がまうてきた.
*考察*子どもたちば遊びに"優な道具を自分で作ろうとす
る。工夫して作0た道具は、仲間を引き寄せ、遊びを盛り上げ
るうまくいかないもゼかしさも味わいながら、教師も一緒に
賦行錯誤を皿ね、本物らしさを追求していく

事例「理道具の整理」
三和土でごっこ遊ぴをする子どもが近くのボール棚に
気づく。そして棚にままごと用の鍋や皿を洗?てふせな
がら、きれいに分類を始めた。並べ終わると、「こ二がお
家ね」と確かめ合い、また遊び始めた。

*察*道具を面白く摺用することは典に暮らす仲問
に伝わり、いいねと認められたり、真似て使い始めた
りして、道具を介した関わりが広がる。「道具」の存在
が、遊びや生活をより楽しく豊かなものにしていく

子どもがとの'め'で、よ'くぇ工しようとい

「探究する心」をむために教師が大切にしたいこと
☆もの本来の用途にかかわらず、子どもの発想でものと柔軟にじっくりかかわる二とができる体験の保
☆特徴を理解し吟味した「もの」を用し、選ぴゃすく手に取りやすい酘えをし、ものや人とのかかわり

が豊かに生まれる環成の工夫
をとぎすませてかわる性☆子ともナち一人ひとりの思いを理解しようと

^んで

つくって使う

ラ

活かして使う

^つて子゛る

子どもと道具のかかわりの姿
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ものを手に持ち安心すると、子どもはそれを「道」として

使い始める。竺ユ'工丑亘中で「道」本来の特徴や用途を身
体を通して理解する。そして遊ぴゃ生活の必要な面で自分

にあった「」を逗互、埀含工ようになり、時には試行錯
誤をり返して「」そのものを2'_里^とする

心が れていく。


